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デジタル化・グローバル化の加速により、製造業を取り巻く競争環境はかつてないほど激しさを増しています。 
多品種少量⽣産と短納期への対応が常態化する中、⽣産設備のさらなる効率化と⾃動化・省⼈化は、もはや選択肢で
はなく経営上の必須課題です。 
品質保証体制においても要求⽔準は年々⾼まり、QC ⼿法を活⽤した⼯程管理と継続的改善が不可⽋となっています。 
 
製造物責任（PL 法）への対応や、顧客監査・第三者認証への備えとして、測定記録・検査データの確実な保管と追跡
可能性（トレーサビリティ）の確保が求められています。 
ISO9001 をはじめとする品質マネジメントシステムの認証取得はすでに取引継続の前提条件となっており、「いつ・誰が・何
を・どのように検査したか」を客観的なエビデンスとして⽰す能⼒が、企業の信頼性を直接左右する時代です。 
その⼀⽅で、深刻な⼈⼿不⾜と働き⽅改⾰の推進により、従来と同じ⼈員・⼯数で検査業務を継続することは限界を迎
えています。 
  
『QC PRO』は、こうした現代の品質管理業務が求める次の 3 点を実現します。  

 検査業務のデジタル化による業務効率の⾶躍的向上 
 統計的⼿法（SPC）に基づく本格的な QC 管理による品質⽔準の向上 
 ⻑期にわたる検査データの蓄積・⼀元管理による確かな品質保証体制の構築 

 
テレメジャーII によるワイヤレス⾃動⼊⼒は、書き間違い・読み間違い・⼊⼒間違いといったヒューマンエラーを排除し、測定
から検査成績書の発⾏までの⼀連の作業を⼤幅に効率化します。 
⼿作業では困難だった統計解析・ヒストグラム・管理図の作成が、正確かつスピーディに⾏えるようになります。 
 
測定データは SQL データベースで⻑期間・安全に蓄積されるため、「いつ・どの製品を・どのような測定器で・どのような結果
で検査したか」という完全なトレーサビリティを確保できます。 
過去データの即時検索や複数ロットにわたる傾向分析により、品質問題の原因追跡や⼯程改善の根拠となるエビデンスを
提⽰することができます。 
 
さらに、承認機能とパスワード管理によるデータ改ざん防⽌機能は、監査対応や内部統制の強化
に直結します。 
「検査した事実」を改ざん不可能な形で記録・保管することは、顧客や社会に対する品質保証の
証明となります。 
 
⾃社・取引先の要求に応じた検査成績書レイアウトの設計、各種 QC 管理図
の⾃動作成、そして⼯程内検査から出荷検査までのデータ⼀元管理、これらを
『QC PRO』⼀つで実現し、データに裏打ちされた信頼性の⾼い品質保証体制を構築でき
ます。 
 

はじめに 
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QC PRO の特徴 

1. 今までの検査作業と QC PRO での検査作業の比較 
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QC PRO の特徴 

2. 各種測定機器のデータをダイレクト⼊⼒ 
① 測定機器ワイヤレス⼊⼒システム「テレメジャーⅡ」 

「テレメジャーⅡ」を使用すれば、検査担当者は「DATA」ボタン
を押すだけで、測定データを『QC PRO』へ自動⼊⼒することがで
きます。自動で⼊⼒することによって、チェックシートに⼿書きする
際の書き間違いや読み間違い、PC へ⼊⼒する際の⼊⼒間違
いといったヒューマンエラーを物理的に排除し、測定作業のスピー
ドを劇的に向上させます。 
 

 
 

② 三次元測定機・画像測定機などのデータも CSV で⼀元管理 

三次元測定機や画像測定機など、専用 PC で管理される測定機の
データは CSV ファイルとして出⼒し、『QC PRO』にインポートすることがで
きます。 
CSV ファイル内から必要な測定箇所のデータだけを選択取得するよう
『QC PRO』側で設定できるため、機器ごとに異なるデータ形式や出⼒
項目にも柔軟に対応できます。 
 
 
 

③ キーエンス IM シリーズの測定データも取込可能 

キーエンス製 画像寸法測定器「IM シリーズ」の測定データを『QC PRO』に取り込むことができ
ます。IM シリーズは複数箇所の寸法を瞬時に自動測定できる画像測定機です。『QC PRO』
がインストールされた PC と IM シリーズを有線で接続することで測定データを直接『QC PRO』に
⼊⼒します。 
 
 
 
 
使用する測定機器の種類に関わらず、すべての検査データを『QC PRO』に集約することが可能になります。 
また、「どの測定機器で・いつ・どのような結果を得たか」を製品・ロット単位で統合管理することで、⼯程をまたいだトレーサビ
リティを確保し、品質保証のエビデンスとしていつでも提⽰できる体制を構築することができます。  
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QC PRO の特徴 

3. 測定結果はリアルタイムでモニタリング 
① 合否判定と統計解析を⼊⼒と同時に表⽰ 

⼊⼒された測定データは ID 番号と連動した測定箇所へ自動的に記録され、合否判定が音と数値の色で即時表⽰されま
す。（不合格は⾚字） 

判定音はユーザーが自由に登録できるため、騒音のある現場でも聞き取りやすい音に設定可能です。 

 
 

 

② データのグラフ表⽰と異常検知 

測定画⾯を切り替えることでデータをプロットしてグラフ化することができます。 
数値の羅列では気づきにくい微細な「傾向」や「バラツキ」を視覚的に把握することで、規格値に達する前の段階で⼯程の
変化を察知することが可能になります。 
測定データの他に日付や時間を記録することで、作
業の証跡（エビデンス）を残すだけでなく、製造プロ
セスの可視化と効率化、そして信頼性向上に繋がり
ます。 
管理図の判定ルールに基づき、⼯程が「管理状態」
にあるかどうかを自動で監視。 
単なる規格外（NG）だけでなく、以下のような統計
的な異常を自動検知してアラートを通知します。 
 連（れん）︓データが平均値の⽚側に連続して

現れる状態 

 傾向（トレンド）︓連続して値が上昇、または下降し続ける状態 

 バラツキの異常︓周期的な動きや、分布の偏りなど 
規格外になる前の「兆候」をシステムが自動で⾒つけるため、⼿遅れになる前に対策を講じることができ、不良品発⽣の未
然防⽌に直結します。 
 

下降傾向をアラート 
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QC PRO の特徴 

③ 基本統計量・⼯程能⼒指数をリアルタイムで算出・表⽰ 

⼊⼒されたデータは即時に計算処理され、最⼤値・最⼩値・平均・標準偏差などの基本統計量や統計能⼒指数（Cp・
Cpk）がリアルタイムで測定画⾯に表⽰されます。統計的な⼯程状態を測定中に継続的に監視できるため、問題発⽣時
の迅速な判断と⽣産現場へのフィードバックが可能
になります。 
データに基づく客観的な判断を現場レベルで実現
することが、品質保証のエビデンスを強化することに
直結します。 
 

 

④ Excel 互換関数による⾼度な演算処理 
 

130 種類の Excel 互換関数に対応しています。 
四則演算に加え、ABS()、ROUND()、AVERAGE()、MAX/MIN()、
STDEV() などの関数を利用して、複雑な計算値を自動算出します。 
Excel の使用経験があれば、誰でも簡単に⾼度な自動演算を設定
できます。 
 

 

 

 

⑤ CAD 図面・画像参照機能（ビジュアル検査） 
 

画⾯上に製品の図⾯や写真を常時表⽰しな
がら測定作業が可能です。 
BMP、JPG、GIF、TIFF に加え、DXF（CAD デー
タ）、WMF、EMF などのベクトルデータも参照で
きます。 
測定箇所を図⾯上で確認しながら作業できる
ため、不慣れな作業者でも正確な位置を測定
でき、検査精度の向上に貢献します。 
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QC PRO の特徴 

4. 関連ドキュメントの集中管理とトレーサビリティの強化 
測定データだけでなく、図⾯、写真、⼯程指⽰書などの関連情報を⼀元管理。必要な情報にいつでもアクセスできる「情報
のプラットフォーム」として機能します。 
 

① 製品に関わる情報の記録（最大 10,000 件） 

日付・担当者・内容などを⼊⼒し、各種ファイルをリンクさせることで、製品に関わるあらゆる情報を⼀元的に記録・管理でき

ます。過去のトラブル事例（過去トラ）・対策内容・検

査基準の変更履歴など、製品の品質に関わる情報がデ

ータベース化されることで、「いつ・誰が・何を記録したか」と

いう証跡が体系的に蓄積されます。 

必要な情報はいつでも即時に呼び出せるため、監査対

応や顧客への説明の場⾯においても、根拠のある回答を

スピーディに⾏うことができます。 
 

② 製品・ロット単位でのファイルリンク管理（各 10 ファイル） 

製品ごと・ロットごとに、図⾯・検査基準書・作業⼿順書・過去トラ資料など関連するファイルをリンクして登録できます。 

測定作業中にボタンひとつで該当資料を画⾯に呼び出せるため、検査担当者が必要な情報に迷わずアクセスでき、作業の

正確性と効率が⾼まります。製品情報・ロット情報・測定データ・関連ファイルがすべて同⼀のデータベース上で紐づけられる

ことで、製品単位での完全なトレーサビリティが確保されます。 

「その製品について、いつ・誰が・何を測定し・どのような判断をし・どの資料を根拠としたか」を⼀貫したエビデンスとして管理

できる体制が、『QC PRO』によって実現します。 
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QC PRO の特徴 

5. 「コード登録」による効率的なマスター管理 
 

① よく使う用語はコードマスターに事前登録 

「摘要」「測定機器」「測定単位」「材質」「⼯程名」などの検査業務で頻繁に使用する用語は、「コード登録」機能であらか

じめ登録しておくことができます。規格情報の⼊⼒時には登録済みのコードがウィンドウに自動表⽰されるため、担当者はマ

ウスで選択するだけで⼊⼒が完了します。 

⼊⼒作業の⼿間を⼤幅に削減できるとともに、用語の表記ゆれや⼊⼒ミスを防ぎ、データベース全体の記録品質と⼀貫性

を維持することができます。登録済みコード以外の⼀時的な⼊⼒には、通常のキーボード⼊⼒でも対応できます。 

 
 

② 多⾔語対応︓⽇本語と英語・中国語・韓国語の同時管理 

『QC PRO』は、グローバルな製造拠点での運用を標準機能でサポートしています。 

「コード登録」時に日本語と併記して英語・中国語・韓国

語名を登録しておけば、システムが自動的に⾔語を切り替

えて表⽰・印刷します。 

測定の画⾯から発⾏される検査成績書まで、⼀瞬で英

字などに切り替え可能。海外顧客向けの書類作成に別

途翻訳作業を⾏う必要はありません。 

英語 
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QC PRO の特徴 

6. 用途に合わせて選べる豊富な検査成績表と柔軟なレイアウト
機能 

 

① 標準で 65 種類の豊富な帳票パターンを搭載 

『QC PRO』には、測定サンプル数、測定項目数、統計値（標準偏差、⼯程能⼒指数など）の有無、図⾯挿⼊の有無な

ど、現場の運用に合わせた 65 種類の標準帳票フォーマットが用意されています。 

これにより、導⼊したその日から最適な形式で検査成績書の発⾏が可能です。 
 

 
 

② 図面・写真の挿⼊による検査成績書作成 
 

測定時に参照した CAD 図⾯や製品写真を、検査成績表の指定位置

に自動で挿⼊して印刷できます。従来の「図⾯の切り貼り」作業を完全

にデジタル化し、⼀目で測定箇所がわかる検査成績書を簡単に作成で

きます。 

t

D1

LR

K L

dk d
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QC PRO の特徴 

③ 自由にカスタマイズ 

Excel を使ってユーザーで自由に検査成績表のフォームの作成や修正ができます。ユーザーがこの帳票ファイルを作成したり

修正することで、納⼊先が要求するどのような様式でも自由に作成することができます。 

 

④ 提出先（顧客名）のマスター登録で作業を効率化 

よく使用する提出先（顧客名）をあらかじめ登録しておくことで、印刷時にウィンドウから選択するだけで自動⼊⼒されま

す。都度の⼊⼒作業が不要になるとともに、提出先名の誤記を防ぎ、正確な検査成績書の発⾏を確実に⾏えます。 
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QC PRO オプション 

1. QC Manager（QC PRO 管理者用） 
QC Manager は、『QC PRO』と連携して動作する管理者向けのオプションソフトウェアです。 

電⼦データの管理規制がますます厳しくなる中、検査データの正当性確保・改ざん防⽌・組織的な承認管理を実現し、内

部統制の強化と品質保証体制の信頼性向上に貢献します。 

 
 

① ID／パスワードによるログイン認証と利用権限管理 

社員情報をシステムに登録し、ログイン ID とパスワードによる認証を⾏うことで、担当者ごとに『QC PRO』の各種機能に対し

てきめ細かな利用制限を設定することができます。 

製品情報の登録・修正・削除、測定データの編集・自動⼊⼒、印刷・保存、各種設定変更に⾄るまで、機能単位での権

限制御が可能です。「誰が・どの機能を使えるか」を組織のルールに基づいて厳格に管理することで、データの不正操作を防

⽌し、検査記録の信頼性を組織全体で担保します。 
 

 
  

QC PRO オプション 
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QC PRO オプション 

② 承認フローによるロットデータの正当性確保 

測定データが⼊⼒されたロットに対して、指定された承認者が承認処理を⾏うことで、そのデータの正当性を公式に確認・

記録します。承認処理では「いつ・誰が・どこで

（PC 名／IP アドレス）」承認したかが自動的

に記録されるため、監査対応や内部統制の証

跡として活用できます。 

承認ルートは組織の承認体制に合わせて柔軟

に構成できます。 
 

 承認ルートの種類 概要 

 直線型・・・・・承認者 A → 承認者 B → 承認者 C の順で順次承認 

 並列型・・・・・複数の承認者のうち、いずれか 1 名の承認で進⾏ 

 全員承認型・・・同⼀承認レベルの複数承認者全員の承認を必要とする 

 複合型・・・・・並列承認の後に、上位承認者による最終承認を⾏う 
 

承認状態はロット⼀覧上で「未承認・承認中（△）・承認済（〇）」として常に可視化されており、承認フローの進捗を

⼀目で把握できます。承認済みロットの検査成績書には電⼦印が自動で押印され、承認の事実を成績書上のエビデンス

として残すことができます。 
 

③ データ改ざん防止と決定機能との連携 

『QC PRO』では、検査終了後に測定画⾯の「決定」ボタ

ンを押すことで、データをロックする機能がございます。 

QC Manager の承認機能と組み合わせることで、「決定」

→「承認」という⼆段階の管理体制を構築でき、データの

原本性をより強固に保証します。 
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QC PRO オプション 

④ ロットデータの復元と安全な削除管理 

誤って削除したロットデータは、保有期間内であれば

「⼀時削除」状態からの復元が可能です。「完全削

除」した場合は、データベースから情報を完全に抹

消し、復元不可能な状態にします。 

「完全削除」を禁⽌するオプションを設定することで、

承認済みロットや決定済みロットなど重要な品質記

録が意図せず失われることを未然に防ぎます。 
 

⑤ 社員・部門情報の⼀元管理と他システムへの展開 

社員情報・部門情報は XML 形式でエクスポートでき、複数拠点の『QC PRO』システムへ読み込むことができます。 

グループ内の複数⼯場や拠点で統⼀された社員マスター・承認ルートを運用することで、組織全体として⼀貫した品質管

理体制とトレーサビリティを確保できます。 

 

『QC PRO』が「現場の測定効率化」を追求するのに対し、QC Manager は「管理の厳格化」を担います。 
 

現場（QC PRO）︓  ワイヤレス⼊⼒やリアルタイム判定で、ミスなく効率的に測定する。 

管理（QC Manager）︓ 測定されたデータが正しいかを承認し、誰が何をしたかの証跡（ログ）を保護する。 
 

 

 
この 2 つを組み合わせることで、ISO9001 などの品質規格で求められる「確実な記録管理」と「不適合の防止」

を⾼いレベルで実現することができます。 
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QC PRO オプション 

2. 管理図 
『QC PRO』オプションの管理図は、蓄積されたデータから品質の傾向を分析する「事後解析」と、測定現場でリアルタイムに
変化を察知する「即時モニタリング」の 2 つのアプローチを備えています。 
 

① 管理図の種類 

『QC PRO』の管理図では、データベースに蓄積された過去の測定結果をもとに、以下 5 種類の管理図を自動作成できま
す。製品・測定箇所・ロットをマウスで選択するだけで、条件設定から管理図の表⽰までが⼀貫して⾏えます。 

ヒストグラム 

データ全体の分布状
態とばらつきを視覚
化、正規分布曲線・
管理限界線を自動
描画 

 

Ｘｂａｒ－Ｒ管理図 

ロット単位の平均値の変化（Xbar）とばらつきの
範囲（R）を同時にグラフ化 

⼯程の安定性を監視 

 

Ｘ-Ｒｓ管理図 

個々の測定値（X）と
移動範囲（Rs）を同
時にグラフ化 

サンプル数が少ない⼯
程に有効 

 

Ｘ管理図 

ロット内の個々の測定データをそのままグラフ化 

時系列変化の把握に使用 

 

Ｃｐｋ管理図 

ロット単位の⼯程能⼒指数（Cpk）の推移をグラフ化 

⼯程能⼒の変動傾向を⻑期的に監視 
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QC PRO オプション 

 

② 管理状態の自動判定（8 ルール） 

⼯程が統計的管理状態にあるかどうかを、ウェスタン・エレク
トリック社の 8 つの異常判定ルールで自動評価・アラート表
⽰します。 
異常が検出された場合は、オプション設定の管理状態判
定内に該当する異常判定ルールに基づいた判定番号が自
動表⽰されます（複数の異常が重複する場合は複数番
号を表⽰）。 
また、複数製品・複数箇所の選択することにより、品番変
更があった類似品や同⼀規格の複数測定箇所を同じ管
理図で横断的に分析することもできます。 
 

 

③ 測定画面からのリアルタイム管理図表⽰ 

管理図は、過去データの分析だけでなく、測定作業中に管理図
をリアルタイム表⽰する機能も備えています。 
測定画⾯のツールバーに表⽰される「管理図」ボタンをクリックす
るだけで、現在測定中のロットと過去データをもとに、Xbar-R 管
理図、X-Rs 管理図、X 管理図、Cp 管理図、Cpk 管理図、
Max-Min 管理図が即時表⽰されます。 
管理図の表⽰色は Cp／Cpk 値の⽔準に応じて自動変化し、
規格の公差ライン・1σ／2σラインの重ね表⽰も可能です。 
傾向やバラツキを測定中に継続監視することで、問題の兆候を
検知した時点で⽣産現場へ即座にフィードバックでき、不良の作
り込みを未然に防ぎます。 
 

 

④ 管理図フォームの Excel 自由設計 

すべての管理図フォームは Excel で自由に設計できます。 
コマンドを任意のセルに配置するだけで、管理図帳票に必要な情報を自動展
開できます。 
作成した管理図は Excel・PDF 変換・保存に対応しており、顧客への提出資
料や社内の品質保証エビデンスとしてそのまま活用できます。 
  

管理状態 3︓連続する点が増加または減少している（上昇傾向） 
管理状態 7︓連続する 15 点が中心線から 1σ の間に存在する 
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QC PRO オプション 

3. 検査経歴書 
検査経歴書は、製品単位で複数ロットにわたる測定データと統計データを、Excel で定義したフォーマットに従って⼀括表
⽰・印刷する機能です。 
1 回の操作で複数ロット・複数測定箇所のデータを集約して作成した経歴書は Excel 形式でそのまま保存・活用すること
ができます。個別の検査成績書がロット単位のエビデンスであるのに対し、検査経歴書は製品の品質履歴を時系列で俯瞰
できる品質保証ドキュメントです。 
 

 

 

① 3 種類のフォーム形式 

出⼒目的に応じて、以下の 3 つの形式のサンプルフォームを使い分けることができます。 
 

・ 単票形式︓特定の製品に対して、複数のロットの詳細な履歴を 1 枚のシートにまとめます 。 

 
 

 

・ ⼀覧形式︓品番、ロット番号、測定箇所単位でデータを並べ、複数のロットを横断的に⼀覧表⽰します 。 
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QC PRO オプション 

・ グラフ形式︓Xbar-R 管理図を組み込んだグラフ付経歴書（オプションの管理図が必要） 

 
 

 

② Xbar-R 管理図の組み込み機能 

検査経歴書フォームに Xbar-R 管理図を直接組み込む
ことができます 

（オプションの管理図が必要）。 
複数ロットの統計推移と管理図グラフが 1 枚の帳票上
に統合されることで、製品の品質履歴と⼯程安定性の
両⽅を同時に⽰せる、エビデンス価値の⾼い品質保証
ドキュメントを作成できます。 
 

 

③ Excel ベースの自由なフォーム作成 

 
検査成績書と同様に、使い慣れた Excel を使用して自
由にレイアウトを制作できます。 
セルに特定の「データ置換用コマンド」を配置することで、
データベースから抽出されたデータが自動で変換・表⽰さ
れます 
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QC PRO オプション 

4. ⽇報・月報 
日報・月報は、毎日の測定作業記録（製品番号、ロット番号、担当者名、ロット数量、測定結果）を日付範囲を指定
して自動集計し、印刷・保存する機能です。 
日報は 1 日単位、月報は指定期間内のロットデータを対象として、過去の作業実績をいつでも呼び出すことができます。 
⼿作業での台帳記⼊や転記が不要となり、検査業務の記録を漏れなくシステムに蓄積することで、内部監査・顧客監査へ
の対応に活用できます。 
 

 
 

5. ＱＣリンク 
QC リンクは、複数の⼯程・製品番号に分散して登録されている測定データから、必要な測定箇所だけを指定して集約し、
新たなロットとして 1 つの検査表を作成する機能です。 
製造現場では⼯程ごとに検査が⾏われ、ロットが分かれて管理されるケースが少なくありません。 
QC リンクを使うことで、「⼯程 A で測定した寸法」と「⼯程 B で測定した硬度」を後から 1 つのロットに統合し、製品全体を網
羅した検査成績書として出⼒することができます。 
複数⼯程にまたがる品質データを⼀元化することで、製品単位の完全なトレーサビリティを確保します。 
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QC PRO オプション 

6. 連続印刷 
連続印刷は、日々の測定作業で作成した複数ロットの検査成績書を、まとめて⼀括印刷する機能です。通常の印刷操
作ではロットごとに個別に印刷を実⾏する必要がありますが、連続印刷を使うことで選択した全ロットの検査成績書を順番
に自動出⼒できます。納品時に複数ロットの検査成績書を添付する業務を⼤幅に効率化します。 
 

 
 

7. データ書出・読込 
データ書出・読込は、QC PRO に蓄積されたデータの中から「製品」や「ロット」を指定してファイル（Xml 形式）としてエクスポ
ート・インポートする機能です。 
例えば、通常は複数の⼯場・拠点で運用しており、ある条件をもとに、各拠点ごとのデータベース内のデータをエクスポートし
て、本社のデータベースにインポートして⼀元管理したい場合など、ネットワーク接続が常時確保できない環境でも、データの
確実な授受と管理を実現します。 
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8. パトライト設定 
パトライト設定は、測定データの測定結果をパトライトへ出⼒して合格・不合格・キャンセルを視覚的・聴覚的にアラートする
ことができます。 

① 測定結果をリアルタイム通知 

測定データが⼊⼒された際の判定結果（合格・不合格・キャンセル）を、パト
ライトの信号灯へ即座に出⼒します。 
「LED 表⽰（⾚・⻩・緑・なし）」「ブザー（1・2・なし）」「動作（点
灯・点滅）」の 3 要素を組み合わせて、判定結果ごとの報知スタイル
を自由にカスタマイズできます 。 

② 対応機器とシステム連携 

・LAN（ネットワーク）︓NH シリーズ（NHS/NHP/NHL など） 

・RS-232C/USB︓PHE-3FB3 

ネットワークを利用することで、離れた場所にあるパトライトを制御したり、特定の端末の測定結果を特定の信号灯に紐付
けたりすることができます。 
 

9. 測定モニタ 
測定モニタは、ネットワーク環境下で QC PRO を運用している複数の端末（測定 PC）の測定状況を、1 台のモニタ PC に
集約してリアルタイム表⽰する機能です。複数端末の状況を 1 台のモニタに集約することも、1 台の端末の状況を複数のモ
ニタに分散表⽰することも可能で、⼯場全体の検査進捗と異常発⽣をリモートで⼀元監視できます。 
異常測定データは CSV 形式のログファイルに自動出⼒され、証跡として保管されます。 
 

① 測定進捗をリアルタイムで可視化 

各端末の測定画⾯で⼊⼒・登録されたデータが、ネットワークを通じて測定
モニタへ即座に転送・表⽰されます 。 
「どの端末」の「どの製品」の「どのロット」が「現在どれくらい測定されているか」
を⼀目で確認することができます 。 
端末名、製品番号、ロット番号、測定箇所数、受信日時、および規格情
報（適用、測定器など）を含む多彩な項目を表⽰可能です 。 
 

② 異常の早期発⾒とメール通知 

測定データの判定結果が異常となった場合、その内容を担当者へ自動通知
する機能を備えています。全クライアントで共通となるため、システム管理者に
よる⼀元管理が可能です。  
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QC PRO 動作環境・スペック 

1. 動作環境 
 動作 OS︓Windows10／11 
 CPU︓インテル(R) Core i5 相当以上 
 メモリ︓4GB 以上 
 ハードディスク︓C ドライブに 100GB 以上の空き容量 

（ただし データベース保存 PC は、C ドライブに 500GB の空き容量） 
 ディスプレイ︓1280×1024 65536 色以上 
 Microsoft.NET Framework︓4.6.1 以上 
 データベース︓Microsoft SQL Server 2012、2014、2016、2017、2019、2022（Standerd Edition または Express 

Edition） 
 

 

2. 主要スペック 
 

 最⼤保存測定データ件数︓ 
1 ロット 1 箇所につき 9,999 件／検査シート 1 枚につき、998,901 件（1 ロット分︓9,999×999） 

 マスターデータ登録件数︓ 
製品情報登録件数︓無制限／ロット登録件数︓無制限 

 測定可能な箇所数︓最⼤測定項目数 999 箇所 
 データバックアップ機能︓バックアップ機能または自動バックアップ機能（QC PRO CS）／データ移動機能 
 データ変換︓エクセルへのデータ変換／エクセルからのデータ読み込み 
 検査成績表サンプルデータ︓65 種類 
 挿⼊図⾯のデータ形式︓6 形式（BMP、EMF、WMF、JPG、GIF、DXF、TIFF） 

※マルチページの TIFF には対応しておりません 
 経歴の記録の登録件数︓全体 300 件（表計算⽅式） 

製品関連 10 件／ロット関連 10 件（ファイルリンク⽅式） 
 使用可能関数︓130 種類  

 QC PRO 動作環境・スペック  
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QC PRO CS 概要 

1. システム概要 
『QC PRO CS』は、検査現場・製造現場での⼤・中
規模ネットワーク運用を前提に開発されたクライアン
トサーバ型の品質管理システムです。Microsoft 
SQL Server をデータベース基盤として採用し、複数
拠点・多数クライアントが同時接続する環境でも安
定した動作を実現します。 
全クライアントの測定データをデータベースサーバで
⼀元管理することで、組織全体の品質情報を集
約・統制する体制を構築できます。 
 

 
 

2. 動作環境 
① サーバ 

 動作 OS︓Windows Server 2022 
※日本語、英語の Standerd Edition のみ対応 
※マイクロソフト社のサポートが終了した OS は動作保証対象外 
※仮想 PC(バーチャルマシン)環境を除く。 

 CPU︓3GHz 以上の 64bit プロセッサ ※推奨 Intel Xeon 3.0GHz 
 メモリ︓4GB 以上 ※推奨 16GB 以上 
 ハードディスク空き容量︓100GB 以上 ※推奨 500GB 以上 
 ディスプレイ︓1280×1024 65536 色以上 
 Microsoft.NET Framework︓4.6.1 以上 
 データベース︓Microsoft SQL Server 2012、2014、2016、2017、2019、2022  

※日本語、英語のみ対応 
 

② クライアント 

QC PRO 準拠の PC 環境 
 

 

 

 

 

QC PRO CS 概要 
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QC PRO CS 概要 

3. ユーザー別利用制限 
接続ユーザー単位で、『QC PRO』の各機能に対して利用制限を設定することができます。設定はサーバ側の『QC PRO CS』
で⾏い、クライアントの DB 接続時のユーザー名と連動して反映されます。これにより誤操作によるデータ破壊やシステム停⽌
を未然に防ぎ、内部統制に基づいた役割分担の運用体制を実現します。 

 
 

4. 自動バックアップ 
最⼤ 3 つのデータベースを対象に、指定時刻に自動でバックアップを実⾏し、その結果をメールで管理者へ通知します。 
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QC PRO CS 概要 

 

5. QC Mobile（QC PRO CS オプション） 
『QC PRO CS』のオプションとして、タブレット PC に最適化した QC 

Mobile を提供しています。『QC PRO』をベースに検査データ⼊⼒に特
化した簡易 UI 構成で、現場端末の操作性を⼤幅に⾼めます。管理
図などの分析は管理者 PC で集中的に⾏い、現場端末はデータ⼊⼒
に専念するという役割分離運用を実現します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『QC PRO CS』は、測定データの⼀元管理・アクセス制御・自動バックアップという 3 つの柱により、多拠点・多ユー
ザー環境でのデータ信頼性とトレーサビリティを組織的に担保する基盤を提供します。QC PRO の全機能をネットワ
ーク環境で統制するエンタープライズ向けのプラットフォームとして位置づけられます。 
 



 

ベクトリックス株式会社 
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